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まえがき 調査および分析方法

　湖において，各種塩類や生物群集の分；布は均一では

なく，湖外からの流入水，湖流や風などの影響により

不均一である場合が多い。このために，湖の実態を把

握するする際は，冒的に応じて適切な位置と数の灘点

を設けて観測を行うことが必要である。

　現在行われている諏訪湖の定期観測ではIBP研究

の結果（1970）をもとにして，湖心を代表点として行っ

ている。しかし，IBPの諏訪湖研究による，この水平

分布調査は観測点が12点と少なく，また，沿岸帯に調

査点がないなど，各種の塩類および生物群集の分布に

ついて，沿岸からの影響を評舗するには不十分な点が

多い。

　そこで，今園の調査では調査地点を麟点に増やし，

そのうち28地点を沿岸域に配置して，各種の塩類およ

び生物群集について測定を行った。この結果について，

湖内でのそれぞれの測定項霞の水平分布の特徴と沿岸

部の影響を検討した。本報告は，そのうち水温，透明

度，COD，溶存無機態窒素およびクロロフィルーaにつ

いて述べたものである。

　この研究は文部省科学研究費（課題番暑：56030041）

の一部により行ったもので，得られた粗データについ

ては「諏訪湖集水域生態系研究」経過報告第8署に全

て収録されている。

　調査は1981年5月27潤の早朝5時30分より6時30分

までの1時聞以内に終了している。図1中の丸印が全

て調査地点を示している。現場においては深度，水温

および透明度の測定を行い，表層水を直接1しのポリ

ビンに採噂し，実験室にて直ちに試水の処理を行った。

水温の測定は棒状アルコール温度計により表層水につ

いてのみ行った。透明度の測定には痘径30c獄のセツキ

円板を用いた。
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図1．諏訪湖内におけるクロロフィルーaの水平分布

　　　　　　　　　　　　　　（1981．　5．　27）．

Fig．　1．　Hor重zoηtal　distributi◎…ユmap　of　chlorophy歪1－a　in

　　　Lake　Suwa　of　27th　May，1981．
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　採水した下水の一部は，あらかじ勘500℃，1時閲，

電気炉内で焼いて有機物を除虫し，：秤量してあるワッ

トマン三図GF／Cフィルターによって淵過し，瀕紙上

の残査についてはセストンおよびクロロフィルa量の

灘定に供し，游液は各形態の四三無機態窒素および

CODの測定に用いた。　CODの測定は試水原液（T

℃OD）および早引（1）一COD）について行っている。

その他の分析方法は以下に示す通りである。

　クロロフィルa：90％アセトン抽出。UN£SCO

－SCORの式により算出。

　NH、一N：インドフェノール法。

　NO2・N：ナフチルエチレンジアミン法。

　NOがN：三一カドミウムカラム還元法。

　COD　：1／80NKMnO4，湯煎，30分法（JIS酸性法

　に同じ）。

結 果

　調査時の水層は15℃から18℃の閾で，住宅密集地の

上諏訪一下諏訪問の沿四域が18℃ともっとも高い。全

体的にみると温泉排水の影響のある上諏訪側から，諏

訪湖唯一の流出河趨である天竜絹流出口にむけて水温

が低下する傾向にある。全測点のうち，16～18℃を示

す測点は約55％で，湖の中央留分を占めている。その

他の水温は沿縄都からの流入水に影響される測点にみ

られるが，その彫饗範囲はきわめてせまい。

　透明度の最低｛直は80cmで，上諏訪一下諏訪間の沿彫

域（湖北東部）で得られたもので，一般にこの地域の

沿岸部は透明度が低い（100c瓢以下）。一般的な傾向と

しては湖心に向かうにつれて透明度は高くなるが，沿

彫部でも清澄な流入水の影響を受けている地点では透

明度も高く，砥川地先では160cmにもな：っている。

　植物プランクトン量の指骨としてのクロロフィルa

量の分布については麟1に示した。一般に，沿岸部で

低く，沖帯では20田g／m3以上と高くなる。しかし，局寵

的にみると，市街地に近く，水温の高い上諏訪一下諏

訪間の沿岸域ではクρロフィルa鑑が25諭g／m似上と

湖心部よりも高い場合が認められる。

　セストγ量は，当然のこととして透明痩と逆の分布

を示す。すなわち，透明度の低い上諏訪一下諏訪間男

に多く，湖心に向うにつれて少なくなり，沖帯の大部

分は6～8g／擶3の範囲に入る。

　一：方，溶存無機態窒素（NI｛べN，　NOゴN，　NO3－N）

は，全体的には沿岸域で濃度が高く，四阿では低い傾

向となっているが，下諏訪劉の沿岸域には沖帯より抵

い濃度の部分もみられる。その傾向は，特に，NHべN

において顕著である（図2）。沖帯の各地点についてみ

ると，各態ともに濃痩の変化は少ないが，沿岸域では

地点による差が大きいことも特徴的である。NHべ欝

およびNOゼNは，上諏訪・岡谷等，市街地の沖台およ

び諏訪湖南部の沿岸域で高くなっている。一方，

NOゴNの場合は湖南部沿岸域と土諏訪の市街地沖合

に高いことは前二者と岡様であるが，岡谷側では高く

ない点に違いがみられる。各無機態窒素の濃度は，沖

帯についてみると，N熱べNが50～100μg／4，　RO3－N

は600～800μg／4であった。

　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　り

翻2，諏訪湖内におけるNHべNの等濃度線麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1981．　5．　27）

F量g．　2．　｝｛or玉zoatal　dif置erence　of　the　collcentratioR　oξ

　　　alnnユoniun｝1亀itroge！ユ（NHべN）in　Lake　Suwa，

　　　27th　l＞Iay，！98／．

　T－CODは，ほぼセストンと間じ分布を示し，上諏訪

一下諏訪聞の沖で高くなっていることを除くと，沿巖

域で低く，沖帯で高い傾向を示している。量的には，

一一 狽ﾉ3mg／4以上の部分があるものの，ほとんどが

225～2．75mg／6であった。　D℃ODはT℃ODと逆に

沿岸域で高く，沖帯で抵い傾向が認められる。しかし，

大部分はL5～2．Omg／4であり，地点間の差はきわめて

小さい。

考 察

　一般に，平水時における湖への流入水中にはけん濁

態の物質は少なく，溶存態のものが多い。このため，

湖においては溶存態の物質は沿岸域では多いが，沖に

向かうにつれて微生物により消費され，または拡散し

て，その濃度は低くなると同時に均一化されることが

予想される。今園の調査結果においても，その傾向が
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認められた。しかし，沿岸の状況は流入水の有無，流

入水量の多少により異なることは，沿岸域で得られた

各瀦定値のバラツキからも判断することができる。

　溶存態物質の量が多い地点はNHべNおよび
NOゴNの分布からみて，湖の菓岸域と南東部であっ

た。これらの地域のうち南東部は，陸側に耕作地が拡

がっており，潅概用承として利用されている小河川が

多く流入している。本調査の行われた時期は農作業の

行われている時期に当たり，NOゴNおよびNHべN
の濃度がこの地域で高い原因は農耕地からの流出によ

るものと考えられる。

　一方，湖菓部は上諏訪の市街地に接しており，布街

地からの生活排水の流入が多い地域である。このため，

NHべNの濃度は他の測点より高くなっている。しか

しながら，両様の傾向を持つと考えられるD－CODは

沿岸部においても高くはなかった。むしろ，T℃ODと

茎＞CODの差し引きで蓑わされるP－CODに高い傾向

が示されている。このことは窮街地の排水の影響をう

ける流入水中にはけん濁態の有機物が多く含まれてい

ることを示すものと考えられる。

　湖の西部に拡がる岡谷慮街地沿岸の場合は諏訪第側

とくらべてN｝｛べNの濃度は必ずしも高くない。矢

本・ら（1970）の報皆によると岡谷帯劉から流入する

中小河川中にもNHべNおよびNOゴNが多く含まれ
ていることから，流入する河摺流量が小さいために150

m沖舎の測点にまで影響が及ばなかったものと推定さ

れる。

　湖中のけん濁態のものは流入した溶存態の有機物又

は栄養塩によって二次的に湖水で形成されるものが多

い。そのために，沿岸域でよりもむしろ沖帯で多い傾

向となっている。局所的にみると，図2のクロロフィ

ルa量の分布に示されているように，沿岸域に高い部

分が認められる。その原困は，同地域には大きな流入

河川がないために，湖水が停滞し易いためと考えられ

る。このような，湖水の停滞し易い地域では増殖した

植物プランクトンが他の地域にくらべて希釈率が低

く，結果として同地域内の植物プランクトンの残存率

が大きくなり，その現存量を高めることになる。今囲

の調査結果によると，湖水中の無機態窒素の濃度は全

般的に高く，生物に利絹二二な燐酸態燐iの濃度も前記

地域では比較的高いことが示されている。このことも，

購地域の植物プランクトンの増殖にヅラスに働き，停

滞水域としての蓄積し易い特性とあわせて，けん濁態

の物質が多くなっているものと考えられる。
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図3．各測点より得られたNHザN濃度の頻度分布。沿岸域と沖帯の比較。

F塘．3．Frequency　of　the　am磁onium簸itrogen　coatent　taken　from　each　sta亡ion　of　o£f　shore　re霧ion　a貸d

　　　coastal　region．
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図4．各測点より得られたクロロフィルーa量の頻度分布。沿岸域と沖帯の比較。

Fig．4．響’re（監uency　of　the　chlorophyH－a　c◎Rtent　taken　fro買｝each　stat晃on　of　GffshQre　reg1on　and　coastal

　　　reglon．

　沿岸からの流入水の影響について，各々の水質の分

布から検討を行った。結論的には，流入水の影響は平

・水時にあってはあまり沖合いにまで及ばず，せいぜい

200m程度と判断される。図3および図4に，溶存態と

してのNHべNとけん濁態としてのクロPフィルa
について，4m以深の測点と4m以浅の沿岸域の測点で

の濃度別ヒストグラムを示した。両者ともに4m以深

では，沿岸域にくらべて，沖帯はバラツキの小さいこ

とがわかる。また，図1および図2の等濃度線からも

沖帯での濃度変化は沿岸にくらべてゆるやかであるこ

とが示されている。

　以上のことから，諏訪湖の場合，湖を一一つの水塊と

みなして，全体を均一に近い系と考えても第1次近似

としては可能であることが確かめられた。また，環在

行われている定期観測の定点としている湖心ぱ沖帯の

中央部に当たり，特定の沿岸の影響を受けておらず，

平均的な湖の状態を観測するうえで妥当であることが

確認された。

　今後の課題としては深潤水および平水時以外の気象

状況における湖への沿岸の影響を拙握することが挙げ

られる。
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Summa罫y

　　The　horizo蹴al　differences　of　water　tempera£ure，　transpare鍛cy，　COD，　DIK　and　chlorophyll－a

were　s加died　in　Lake　Suwa。　The　sar叩les　were　taken　frOm　44　sta之ions　withi捻。註e　ho瓢i黙the　ear玉y

mo凱ig　o｛27th　May　1981．
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   The horizontal difference of water temperature was litt!e except tke region of the front of

urban area. In general, particulate matter was much in the part of offshore aRd dissolved matter was

high in coastal zone. Their results suggest that our regular station in lake ceRter is fit for studying

the lake conditions of Lake Suwa.


